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P127a ALMA ACAサーベイで探るCorona Australis領域の星形成 (1): 初期成果
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Corona Australis分子雲は近傍 (d = 149 pc)の活発な星形成領域で、Coronet星団はHerbig Ae型星であるR
CrAほか、多数の若い星を含んでいる。これまでの赤外線、X線などの観測から、100個以上の若い星が同定され
ている (Sicilia-Aguilar et al. 2008; Dunham et al. 2015)。近赤外線の深い観測から、超低質量星が周囲まで多く
分布していることも示されている。また分子雲の彗星状の形状から、外圧による誘発的星団形成の可能性も示唆
されている。中心部の高密度部分をより高分解能で分解し、深く埋れた若い原始星や prestellar coreを検出、そ
れらの質量分布を調べる目的で、ALMA ACAによる 172 arcmin2, 1500 pointingの大規模なモザイクサーベイ
観測を行なった。観測は 230 GHz帯 (Band 6)で、12CO, 13CO, C18Oの J =2–1輝線、N2D

+ (J =3–2)、およ
び連続波を取得した。これまでのところ、7m arrayによる観測が終了し、TP arrayの観測は実行中である。
まず deliver された 7m array の 1.3 mm 連続波と N2D

+ のデータを解析した。合成ビームサイズはおよそ
7.4′′× 4.6′′、およそ 900 AUに相当する。典型的な感度は 0.6 mJy/beam, 0.08 K/chであった。連続波では、これ
までに Spitzer望遠鏡で検出された 2つの class 0天体と、6個の class I天体のうち 3つは点源として検出された。
残りの class I天体のうち IRS7では、連続波点源のピーク位置が赤外線源から 4′′程度ずれており、両者は別の天
体である可能性がある。他にも多くの未同定の点源と prestellar coreが新たに検出されたが、これらはR CrAか
ら 0.07 pc以内に密集して分布していた。一方N2D

+により同定された低温高密度な分子雲コアは、大部分が R
CrAから 0.1 pc程度離れて分布しており、またピーク付近に電波連続波源や赤外線源の付随は見られなかった。


